
 

2018 年 3 月公表「上場企業における不祥事予防のプリンシプル」 
（日本取引所グループ）に準拠した求められる不正リスク対応とは  

実務に活かせる！ 
内部統制の本質理解と不正リスクへの対応策  

 

会社役員、監査役、内部監査部門・内部統制部門にご所属されている管理職の方々 

３２，４００円（本体価格 ３０，０００円） 

３５，６４０円（本体価格 ３３，０００円） 

㈱ヴェリタス・アカウンティング 代表取締役社長 公認会計士 山岡 信一郎 氏 

●日 時●２０１８年 ９月４日（火） １３：００～１７：００ 

●会 場●企業研究会セミナールーム（東京・麹町） 

 

内部統制の本質理解と不正リスクへの対応策 181301-0202 

（税込み、資料代含む） 

●ご参加頂きたい方● 

【講師略歴】1994年監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トーマツ）入所。国内監査グループに所属。上場企業各社 
の財務諸表監査をはじめ、株式公開支援業務、デュー・デリジェンス、不正調査、内部統制構築支援業務等に従事。 
2007年10月 監査法人トーマツ退所後、（株）ヴェリタス・アカウンティング設立、代表取締役社長就任、弁護士の 
父とともに山岡法律会計事務所設立、パートナーとして就任。現在に至る。企業会計全般、内部統制・内部監査、ＩＦ
ＲＳ等を中心に、各社のコンサルティングをはじめ社内研修、執筆、講演に活躍中。中央大学ビジネススクール講師 
（歴任）、（財）会計教育研修機構実務補習所講師（歴任）、上場企業の社外監査役、会計顧問、プロネクサス総合研究
所ディスクロージャー基本問題研究会委員も務める。 

●開催要領● 

講 師 紹 介 

【講師略歴】1996 年監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トーマツ）入所。多くの業種の会計監査従事後コ
ンサルティング部門の異動。内部統制、内部監査、リスクマネジメント関連の数多くの業務に従事。2015 年
独立して（株）エスプラスを設立。内部統制、内部監査、コンプライアンス関連の業務に従事。企業不正関連
のセミナーを多数実施。2016 年 6 月より公認不正検査士協会理事。2017 年 6 月より㈱シーボン社外監査役 
2017 年 11 月より CFO 協会主任研究委員。 

 

㈱エスプラス  公認会計士・公認不正検査士  辻 さちえ 氏 



 

【開催にあたって】 
 
品質データ偽装、燃費偽装などの企業の不祥事が相次いだこともあり、「上場会社における不祥事予防のプ

リンシプル」が日本取引所グループ（日本取引所自主規制法人）から2018年 3月に公表されました。これ

は不祥事を未然に予防するため、上場会社が自己規律を発揮していただく際の目安として活用するための

指針です。このプリンシプルに対応していくためには、「内部統制」や「不正リスク対応」に対する確かな

知識が必要となってきます。そこで、今回はこの２つの領域の専門家による解説セミナーを開催致します。 

【第１部】13:00 ～ 15:00  実務に活かせる！内部統制の本質理解 
㈱ヴェリタス・アカウンティング 代表取締役社長 公認会計士 山岡 信一郎 氏 

上場会社においてJ-SOX が導入されて早１０年以上経過しますが、現状の内部統制は、業務の有効性・効率性やコ

ンプライアンスに活かされているでしょうか。昨今の企業不祥事をみても、内部統制の本質的な理解が、企業にお

いて十分に浸透しているとは言えません。そこで第１部では、法制度対応のための内部統制を理解することより

も、内部統制の本質を理解することに重点を置きます。内部統制が実務の中でどのように自分と関係し、直面する

管理上の様々な問題に対し、内部統制上どのように対処することが適切なのか、などについて理解が進むように、

できる限り身近な事例を用いて解説します。 
 
１．内部統制とは何か 
・内部統制とは、Internal Control である 

・内部統制の基本的な性格とは 

・内部統制と不正 ほか 

２．COSO フレームワーク 
・なぜ内部統制という概念が生まれたか 

・内部統制の目的と構成要素をもう一度確認しておこう 

・理論を理解し、実務に活かす 

３．法制度における内部統制 
・会社法における内部統制の概要 

・金融商品取引法における内部統制の概要 

 
４．事例で考える内部統制 
・チェック体制を強化したいが、人もいないし    

コストもかけられないがどうすべきか 

・社内ルールがない場合は、どのように対応すべきか 

・承認印は何を確認して押印されているか 

・不祥事はすべて内部統制に問題があって発生 

するのか など 

 

【主著】「『おかしな数字』をパッと見抜

く会計術」「判断に迷う仕訳を起こせる会

計術」（清文社）、他にも「旬刊経理情報」

（中央経済社）等専門誌への論文多数。 

【第２部】15:00 ～ 17:00   不正リスクへの対応 
㈱エスプラス  公認会計士・公認不正検査士  辻 さちえ 氏 

不正リスクへの対応を誤ると企業の築き上げた信頼が一気に崩れ、場合によっては企業の存続にかかわるよう

な問題に発展することもあります。不正リスクを「想定外」のリスクとすることなく、冷静にマネジメントし

ていくことが企業を守ることになります。不正リスクに対応していくには、不正を予防・発見するための内部

統制を整備すると共に、健全な職場となるための様々な取り組みを地道に実践していくで「不正を許さない企

業文化」を作り上げていくことが必要になります。第２部では「上場会社における不祥事予防のプリンシプル」

を準拠した不正リスク対応に必要な知識や視点をわかりやすく解説をしていきます。 
 
１．最近の不正事例の特徴 
・データ偽装の背景 

・ルールは守れているという思い込みがないか 

２．不正リスク対応の勘所 
・不正リスクはあると認識すること 

・不正リスク管理ガイドラインの紹介 

３．不正リスクに関する実態調査の紹介 
４．代表的な手口と予防・早期発見のための内部統制 
 ・実態調査から発生頻度の高い不正手口と兆候、内部統制 

・過去の事例からみられる内部統制の「穴」 

 

 
５．コンプライアンス・倫理意識の醸成 
 ・倫理的な判断をするためには 

 

 

 

 

【主著】「内部監査実務ハンドブ
ック」「不正リスク対応実践ガイ
ド」（中央経済社）その他「経営
財務」等雑誌寄稿多数。 
 

 


